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別
れ
た
。

ゐ
る
事
に
興
味
が
繋
が
る
の
で
あ
る
。

三
上
氏
の
厚
慈
で
大
寺
餅
が
幾
鉢
も
蓮
ば
れ
た
°
幼

A
"
"

＂＂＂＂"""＂""＂＂
11"
＂11"
＂＂ー"""""＂＂＂＂＂

""11"
＂

懐

徳

堂

記

事

、.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

,
 ．．． 

・
・
・
・
・
'
、..•.. 

，
 
．．．． 

▲
懐
徳
堂
逍
物
寄
贈

昭
和
八
年
九
月
二
十
一
―
-
H
中
井

木
菟
麻
呂
氏
よ
り
懐
徳
堂
甲
種
逍
物
こ
し
て
左
の
四
十

群
に
、
明
る
い
笑
み
を
湛
へ
て
ゐ
ら
れ
る
中
村
先
生
の

は
れ
な
が
ら
も
、
塔
か
ら
勿
平
日
を
響
か
せ
な
が
ら
鳩
の

園
兒
逹
の
干
し
忘
れ
ら
れ
た
粘
土
細
工
に
典
味
を
誘

が
あ
る
様
に
息
へ
る
。

稚
園
で
「
あ
ん
こ
ろ
も
ち
」
を
戴
く
の
は
、
何
か
ゆ
か

b

常
時
か
う
し
た
通
名
か
、
戯
姓
名
か
が
用
ゐ
ら
れ
て

叶
は
ぬ
事
の
よ
し
だ
。

螺

細

韻

匝

懐
憾
堂
壁
書
三
面

四
五 菊
卒

刀

子

木

司

令

勢

五＂ュ91P

通

懐
徳
堂
考
定
中
庸

竹
山
先
生
味
禍
壽
布
詩
輻 朱
文
公
大
書
四
訓

E
本

入
徳
門
職

學
問
所
建
立
記
録

逸

史

献

上

祁

録

竹

山

先

生

泣

朕

序

校

公

務

書

類

懐

磁

堂

記

額

面

己

有

園

額

楊

本

懐
懐
堂
紛
岡
屏
風

冽

能

先

生

雙

幅

義

金

助

成

金

薄

懐

儲

甚

院

掲

示

白
鹿
洞
掲
示
昴
本
額
面

石
避
書
懐
低
堂
幅

寒
泉
先
生
出
懐
徳
堂
歌

懐

徳

砕

上

記

帖

蘭
洲
先
生
遠
本
康
熙
字
典

懐
撼
堂
本
大
日
本
史

懐
徳
堂
講
堂
栂
上
小
悴
宋
六
芹
子
園

街
手
御
入
諮
書

同

（下）

紅
子
校
内
建
文
書

助

成

金

書

類

郎
孟
問
所
建
立
文
書
（
上
）

大

阪

學

校

書

類

學

問

所

来

歴

曲

肱

樹

額

而

快
徳
堂
講
堂
節
子
飩
馬
放
牛
岡

中

庸

錯

簡

説

閑
洲
先
生
副
正
日
本
書
氾

萬
年
先
生
論
孟
首
章
諮
義

御
同
志
中
相
談
覺

同

外

事

記

堺

校

公

務

詑

録

懐

穏

堂

義

金

涼

宅
幸
蔵
焚
宅
二
付
御
同
志
巾
懸
合
覺

快
憾
堂
定
約
附
訛

七
点
を
寄
贈
せ
ら
る
。
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臣
鄭
孝
疋
日
氏
は
、
四
月
十
四

R
午
前
十
一
時
十
分
来
党

る
や
う
に
な
り
ま
し
て
、
社
子
も
小
人
も
一
律
に
法
律

▲
鄭
滴
洲
國
國
務
穂
狸
大
臣

あ
b
ま
す
。
ロ
ハ
今
の
世
の
中
は
、
法
律
で
純
て
を
作
す

校
講
師
武
藤
長
平
氏
に
常
任
講
師
を
鴨
託
す
。

▲
武
藤
長
平
氏

子
懐
徳
」
さ
い
ふ
言
葉
か
ら
出
た
も
の
9
J

拝
察
致
し
ま

義
は
都
合
に
依
り
昭
和
九
年
三
月
三
十
H
限
り
其
の
名

懐
徳
堂
ご
巾
し
ま
す
懐
徳
の
二
字
は
、
論
語
の
「
社

▲
文
科
講
義

大
正
十
二
年
四
月
以
来
開
講
の
文
科
講

を
磨
し
、
定

H
講
義
ご
す
。

同
九
年
四

J
e
J
-
H
廣
島
高
等
師
範
學

梢
洲
帝
國
國
務
線
踵
大

是
非
こ
の
恢
徳
堂
を
観
せ
て
い
た
ゞ
き
た
い
マ
J

思
ひ
ま

し
て
、
罷
出
ま
し
た
や
う
な
次
第
で
あ
り
ま
す
。

す
。
「
打
子
恨
徳
｀
小
人
恢
士
」
斯
ぅ
い
ふ
言
葉
が
論
語

に
あ
り
ま
す
が
、
誡
に
そ
の
通
り
で
あ
る
マ
J

川
心
ふ
の
で

徳
五
郎
氏
逝
去
せ
ら
る
、

山
龍
平
氏
（
朝
H
新
聞
社
長
）
逝
去
せ
ら
る
、

|
 

・
▲
中
橋
評
議
員

同
九
年
三
月
二
十
五

H
評
議
員
中
橋

し
た
こ
ご
が
こ
ざ
い
吐
す
。
こ
の
度
参
り
ま
し
て
、
又

も
、
小
倉
允
生
の
御
斡
旋
で
、
こ
の
懐
徳
堂
に
奏
り
ま

ぁ
b
（
該
速
記
は
本
誌
に
牧
む
）

ー

ー

ー

▲
村
山
評
議
員

同
八
年
十
一
月
二
十
四

H
評
議
員
村

度
に
な
り
ま
す
。
七
年
前
に
こ
ち
ら
に
参
b
ま
し
た
時

こ
の
度
御
営
地
に
参
b
ま
し
た
の
が
、
ち
ゃ
ぅ
ざ

於
け
る
印
度
昔
繹
字
の
二
三
に
就
て
」
ご
題
す
る
講
演

七
純
逢
原
等
を
観
覚
＂
同
十
一
時
五
十
分
僻
去
さ
る
。

し
、
終
つ
て
文
學
博
士
松
本
文
三
郎
先
生
の
「
支
那
に

▲
記
念
祭
典

き
ご
場
の
講
演
を
試
み
。
隙
列
の
恨
徳
堂
侶
氾
、
逸
史

昭
和
八
年
十
月
七

H
記
念
祭
典
を
執
行

視
察
後
、
出
迎
へ
た
る
聴
講
生
の
た
め
に
、
左
記
の
如

四
六



主
義
の
世
の
中
に
は
な
ら
な
い
ご
考
へ
て
居
り
ま
す
。

四
七

訣
で
あ
b
ま
す
。
各
方
面
総
て
の
人
が
、
君
子
人
こ
な

し
進
め
て
行
き
ま
す
な
ら
ば
。
今
の
や
う
な
法
律
萬
能

村
子
人
マ
J

な
ら
し
め
る
徳
化
｀
こ
れ
が
王
道
主
義
の
秘

小
人
が
多
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
小
人
を
し
て

律
規
則
ご
す
る
こ
マ
J

で
あ
り
ま
す
。
＂
へ
今
は
ま
だ
ま
だ

め
る
マ
J

い
ふ
こ
マ
J

が
あ
っ
て
然
b

'

y

J

息
ふ
の
で
あ
り
ま

ふ
も
の
を
、
今
少
し
く
改
め
て
、
君
子
人
に
到
す
る
法

し
て
は
君
子
人
を
待
遇
す
べ
き
所
の
法
律
を
＂
別
に
定

し
ま
し
て
は
、
口
公
今
巾
上
げ
ま
し
た
や
う
な
法
律
マ
J

い

う
に
恩
ひ
ま
す
0

こ
れ
で
は
な
ら
な
い
°
君
子
人
に
到

居
り
ま
す
。
近
代
の
科
學
の
息
想
か
ら
生
れ
吐
し
た
法

律
は
、
ざ
う
も
百
事
線
て
を
小
人
扱
ひ
に
し
て
居
る
や

す
0

王
逍
即
ち
徳
を
修
め
る
ご
い
ふ
こ
こ
は
、
君
子
を

律
す
る
の
逍
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
世
の
中
を
向
上

総
て
の
人
を
君
子
の
所
ま
で
向
上
せ
し
め
る
國
家
ご
致

す
、
村
子
ご
し
て
待
遇
す
る
所
に
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

只
今
巾
し
ま
し
た
所
の
、
人
民
を
小
人
マ
r

し
て
待
遇
せ

は
、
あ
ま
り
望
ま
し
く
な
い
マ
J

、
自
分
は
常
々
考
へ
て

分
は
疑
ひ
な
き
能
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
°
君
子
は
徳

を
以
て
行
ひ
ま
す
の
で
、
こ
の
君
子
に
封
し
て
小
人
に

適
す
る
や
う
な
法
律
を
以
て
抑
へ
て
行
く
や
う
な
こ
'tJ

滴
洲
國
が
建
國
致
し
ま
し
て
、
王
逍
を
以
て
國
家
の

根
本
方
針
さ
致
し
て
居
り
ま
す
°
従
っ
て
そ
の
趣
旨
は
、

で
こ
ざ
い
ま
す
Q

革
を
せ
ね
ば
な
ら
ん
マ
J

い
ふ
こ
マ
J

を
、
考
へ
て
居
る
者

す
が
、
こ
れ
は
果
し
て
適
し
た
る
制
度
か
ご
う
か
、
自

法
律
制
度
な
ざ
は
宜
し
（
、
何
等
か
の
形
式
に
於
て
、
改

で
律
し
て
行
く
ご
い
ふ
や
う
な
時
代
で
あ
る
≫
こ
恩
ひ
よ

H
頃
私
は
さ
う
い
ふ
こ
こ
を
考
へ
て
居
り
ま
す
0

今
の



を
以
て
五
月
一
―

-+H午
後
四
時
来
堂
、
視
察
の
後
，
出

高
野
山
に
於
け
る
弘
法
大
師
千
百
年
遠
忌
に
参
列
の
序

僻
去
せ
り
。

▲
王
揖
唐
氏

中
華
民
國
河
北
政
務
委
員
王
揖
唐
氏
は

四
月
十
九

H
午
前
十
時
半
錢
租
孫
数
授
に
引
李
さ
れ
来

党
、
大
講
堂
に
於
て
閲
覧
の
後
記
念
撮
影
を
な
し
正
午

生
三
十
名
は
特
に
本
堂
所
載
の
楚
僻
百
種
閲
覧
の
た
め

▲
北
平
洞
華
大
堺
學
生
中
華
民
國
北
平
消
蔀
大
學
々

（
藤
塚
誠
二
速
記
）

御
油
認
セ
煩
は
し
ま
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

抱
い
て
居
り
ま
す
所
懐
の
一
端
を
述
べ
て
、
皆
さ
ん
の

懐
徳
の
二
字
に
思
ひ
あ
は
せ
ま
し
て
、

H
頃
自
分
の

の
が
期
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

る
こ
こ
に
よ
っ
て
、
具
の
王
道
築
土
の
完
成
こ
い
ふ
も

眺
を
刊
行
す
。

を
代
表
し
て
幹
事
敷
名
招
待
セ
受
<
°
會
誌
第
十

會
員
一
同
恒
祭
に
奉
仕
、
祭
典
後
の
宴
會
に
、
本
會

恒
祭

＊

會

記

事

六
月
二
十
六
H
逝
去
せ
ら
る
。

▲内＿一
■

ー
・
玉
一
本
堂
顧
問
文
學
博
士
内
藤
虎
次
郎
先
生

去
せ
ら
る
。

▲
昭
和
八
年
十
月
七

H

.
|
 

▲
勝
本
評
議
員

六
月
九
日
評
議
員
勝
本
忠
兵
衛
氏
逝

招
宴
に
臨
め
り
Q

な
し
午
後
五
時
大
阪
倶
築
部
に
於
け
る
小
倉
理
事
長
の

迎
の
路
講
生
の
た
め
、
儒
學
に
閥
す
る
一
場
の
講
演
を

四
八


